
アーカイブ室新聞 （2010 年 3 月 31 日 第 306 号） 

 

            国立天文台・天文情報センター・アーカイブ室 中桐正夫 

 

＊ テレフォンカードの国立天文台に関係したものの収集 

 アーカイブ室新聞 304 号に「国立天文台（東京天文台、緯度観測所）が登場する小説な

どの収集」という記事、305 号に「国立天文台（東京天文台、緯度観測所）が登場する記念

切手などの収集」という記事を書いた。2008 年 4 月に天文情報センターにアーカイブ室を

立ち上げ、国立天文台に限らず、残っている天文学に関する歴史的に貴重な観測装置、測

定装置、写真乾板、映像記録、その他あらゆる天文学に関係した資料の収蔵を進めている。

そんな活動を続けていたところ、観山正見国立天文台長からアーカイブ室長に「国立天文

台（東京天文台、緯度観測所）に関係した記念切手」、「国立天文台（東京天文台、緯度

観測所）が登場する小説」を収集しろというご下命があった。そこで 304 号、305 号の記事

になったのであるが、さっそく、天文情報センター出版係の山下芳子氏から「岡山天体物

理観測所開所記念切手 1 枚」が提供された。そして同時に写真 1 の岡山天体物理観測所の

ドームがデザインされたテレフォンカードが収蔵品にしてはどうかと提供された。 

              

                  写真 1 

 テレフォンカード自体が今は珍しい存在になった。携帯電話が普及し、公衆電話がどん

どん撤去される時代になり、テレフォンカードが不要になってしまったのである。テレフ

ォンカードは小銭の代わりに公衆電話を利用するときに重宝したものであるが、今ではほ

とんど利用されない。筆者の財布にも 2～3枚のテレフォンカードが入っているが、もう長

いこと使っていない。 



 ハワイに建設した大型光学赤外線望遠鏡の愛称を募集し、採用された「すばる」を投票

した方々に記念のテレフォンカードを配布した。この愛称募集、集計、当選者の確定、テ

レフォンカード作成などに携わったのが筆者であった。その事情については「大型望遠鏡

室新聞（通称：中桐新聞）36 号（1991 年 11 月 11 日発行）」に記事がある（写真 2）。 

  

         写真 2 すばるテレフォンカード図案が決った記事 



 この「すばるテレフォンカード」は何千枚か作り、愛称の当選者に配布する分の費用を

ねん出するために、いくらか高く買っていたことを記憶している。 

 今すぐには、「すばるテレフォンカード」は手元にないので紹介できないが、自宅には

保管してあるはずなので、稿を改めて紹介しよう。 

 天文台が登場する文学作品、記念切手などの収集を始めたら、すぐに反響があり、テレ

フォンカードも収集したらという意見が出てきた。筆者も賛成なので出来るだけ収集して

みようと思う。読者に中に心当たりのある方は情報をお寄せいただければありがたい。 


